
上下水道局

資料２-１

今後50年間の経営見通しについて
（下水道事業）
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内部留保資金 損益 経費回収率

使用料改定シミュレーション（№１）

〇起債償還期限：10年
〇改定要素 ：各使用料算定期間（４年間）の最終年度の経費回収率100％を維持

（Ｒ14、15、33は解体事業費に補助金・起債を充当するため、経費回収率100％未満とする。）

前提条件

〇評価点 ：経費回収率100％以上を維持する国の方針に合致
〇懸念点 ：使用料算定期間の内部留保資金が少なく、資金ショートの可能性あり

結果の概要

改定率（目安）R09：4.6％ R13：11.1％ R17：10.9％(参考値)

内部留保資金 R09：21.6億 R10：18.1億 R11：16.2億 R12：10.7億
R13： 4.7億

シミュレーション期間は、経費回収率
100％を維持するための使用料不足分を機械
的に含めたもの。

実際には、算定期間（４年）ごとに、その
時点の社会情勢等を含まえて、総合的に使用
料を見直す。

推計期間 シミュレーション期間
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使用料改定シミュレーション（№２）

〇起債償還期限：30年
〇改定要素 ：各使用料算定期間（４年間）の最終年度の経費回収率100％を維持

前提条件

〇評価点 ：経費回収率100％以上を維持する国の方針に合致、
今回推計期間から内部留保資金残高も問題なし

〇懸念点 ：支払利息増大によるR13及びR17の改定率（見込）の高さ
令和51年度以降赤字

結果の概要

推計期間 シミュレーション期間

シミュレーション期間は、経費回収率
100％を維持するための使用料不足分を機械
的に含めたもの。

実際には、算定期間（４年）ごとに、その
時点の社会情勢等を含まえて、総合的に使用
料を見直す。
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内部留保資金 R09：21.6億 R10：20.3億 R11：24.0億
R12：28.0億 R13：33.5億

改定率（目安）R09：8.0％ R13：15.3％ R17：13.6％(参考値)
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使用料改定シミュレーション（№３）

前提条件

推計期間 シュミレーション期間

結果の概要

※精査後 4

〇評価点 ：経費回収率100％以上を維持する国の方針に合致、
今回推計期間から内部留保資金残高も問題なし

〇起債償還期限：10年
〇改定要素：各使用料算定期間（４年間）の最終年度の経費回収率100％を維持

かつ 内部留保資金の下限（約17億円）を設定
（Ｒ14、15、33は解体事業費に補助金・起債を充当するため、経費回収率100％未満とする。）

内部留保資金 R09：21.6億 R10：21.2億 R11：22.4億
R12：19.9億 R13：17.0億

改定率（目安）R09：8.9％ R13：9.2％ R17：10.9％（参考値）

シュミレーション期間は、経費回収率100％を維
持するための使用料不足分を機械的に含めたもの。

実際には、算定期間（４年）ごとに、その時点
の社会情勢等を含まえて、総合的に使用料を見直
す。


